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【前文】 先人の熱いこころを受け継

いでふるさとに生きる力を育む 

【教育目標】 

真理を探究する人 
友情を大切にする人 
創造し実践する人
健康で明朗な人 

【教育推進スローガン】

創造・自己決定
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【及川浩奈先生】 
話をよく聞いてくれて、一生懸命課題に取り組んでくれて、先生
としては未熟でしたが、皆さんのおかげで授業がとても楽しかった
です。そして、どんなことがあっても諦めず、最後まで作品を作り
上げようという姿が素晴らしかったです。週に１回の授業でしか、
会うことができなかったので、振り返るともっと皆さんと交流した
かったなと思います。 
 １年間というとても短い期間でしたが、ありがとうございまし
た。今後も応援しています。

【三根貫太朗先生】 
「ここで働くことができて本当に良かった」…今の
正直な気持ちです。優しくて真っ直ぐな子どもたちや
教育活動に関心が高い保護者、そして地域の方々に大
変お世話になりました。 
 昭和と令和の教育現場などを比較したあるドラマを
見たときに、教育を取り巻く環境は時代とともに変化
することを再認識しました。しかし、語弊を恐れずに
言えば、どの時代にも大切な側面があり、不易と流行
のバランスがこれからの教育現場に大切だと私は考え
ます。結びとなりますが、生徒をはじめとした温かい
皆様と美しい風景に心が浄化された６年間でした。心
から感謝します。たまに新篠津村に遊びに行きますの
で、その時はまたよろしくお願いいたします。

【寺嶋裕介校長先生】 
「財を遺すは下、仕事を遺すは中、人を遺すは
上」――村は、未来を担う子どもたちの育成を最も
大切にし、ICT 環境やバリアフリー、エアコン設備
の充実を図り、より良い教育環境を提供していまし
た。また、小さな子どもからお年寄りまで、全村民
が顔見知りで、村全体がインクルーシブな環境にあ
り、子どもたちは幼少期から多様性を自然に受け入
れ、互いに認め合いながら成長できる環境が整って
います。そんな新篠津の姿に、改めて素晴らしさを
感じました。さらに、窓から見える四季折々の美し
い景観に日々癒され、教員人生の中でこれほど落ち
着いた環境で過ごせた２年間はありませんでした。
お世話になりました。

【鹿内夢先生】 
素直で人懐っこくてかわいい生徒の
皆さん、いつも温かい言葉をかけてく
ださった保護者・地域の皆様、今まで
本当にお世話になりました。まだまだ
未熟な私で、至らない点も多くあった
と思いますが、皆様のおかげで、新篠
津中学校で勤務させていただいた時間
はとても充実していました。新篠津中
学校での 6 年間はこれから先も私の大
切な思い出です。 
成長し続ける生徒の皆さんに負けな
いように、私も新篠津で学んだこと、
経験したことを次の学校でも活かして
頑張っていきたいと思います。またい
つかどこかで皆様とお会いできること
を楽しみにしています。 

【浅野方伸先生】 
６月１２日から時間講師・期限付き教諭として勤めさせていただ
きました。久しぶりに勤めた新篠津中学校は ICT 化が進み、タブ
レットを使いこなす子どもたちに驚くばかりでした。担当した数学
は少人数ならではの雰囲気で楽しく授業ができ、幸せな時間でし
た。以前と変わらぬ明るく素直な生徒たちと村の温かな支援を受け
た恵まれた環境、新篠津村の良さを改めて実感した 8 か月半でし
た。短い期間でしたが、大変お世話になりました。


